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本書誌，近年，学問分野として成立しつつある運動医学， スポーツ医学のシリ
ズー“ Medicineand Sport" (E. Jokl編〉の一巻で、ある。ユネスコの InternatI-
onal Council of Sports and Physical Educationの援助によって組織されている 
Research Group on Biochemistry of Exerciseが中心となって， 1979年，イ
タリアで第 1回 InternationalCourse on Physiological Chemistry of Exercise 
and Trainingが関かれ，その成果を中心にまとめられたのが本書である。内容は
部， 20論文よヲ成ってお孔 以下，その論題(便宜のため翻訳した〉および生化
次の 6学を専門とする筆者の興味を引いた部分を紹介する。 
2) 乱1uscularContraction and Energetics of Exercise 
「務i反縮における直接のエネルギー源J i骨格筋における Ca2+ と興奮取締連麗J
「運動時の好気的および嫌気的エネルギー源J rヒトにおげる嫌気的な最大力j
「短時間の最大運動時の筋の疲労」ちtIarechalは，筋収縮のエネルギ}源すなわち， 
ATPの扶絵系として， クレアチンリン酸，解棒系， 酸化的リン酸化以外に未知
の系の存在する可詑性を示唆している。 
2) Fuelsじtilization
「窮における炭水化物代謝の調節，エネルギー要求との関連と疲労における関
与J I正常および把講者の脂質代離におよぼす運動とトレーニングの効果J Iタン
パク質代請す:運動とトレーニングの効果J i超長距離ランニングの生理学j“まe-
gulation in Metabolism " (中沢淳・森豆敬訳「動物の代謝調節J)の著者として
も知られる Newsholmeは代謝論的な難点から，マラソンで，最初から脂肪動員
を引き出すためs カフヱインすなわち強いブラックコーヒーをレース 1.-2時間
前に飲むこと， また筋のグリコーゲン準{立を上げるため， 数日，高炭水化物食を
とることをすすめている。競技あるい泣トレーニングの方法に科学的主知見が取

り入れられつつある一端がうかがえて興味深い。
 
3) Cardiorespiratory and Renal Functions 
「蹄換気の調欝J I運動時の心弾出量と血流量J i運動と腎機能:運動後のタン
パク尿」 
4) Electrolytes and Hormones 
「運動時のホルモンの動態と調節J I運動における電解質，徴量元素，ビタミンj 
Mぷivierは，運動時の撞々のホノレモンの動態，調節について考察し， 更に，糖宗
病患者iことって運動が良い効果を与えることと関連して， 運動持の患者のホルモ
ン分泌の異常に触れている。 
5) Fibre Type Composition and Enzymatic Potential 
「骨格筋の欝素活性:謹々のトレーニングの効果Ji持久トレーニングと骨棒筋
の酵素活性JBenzi辻ラットを用いて，ランニングのトレーニングを150]3にわた
って行ない，騨諜筋の解糖系， TCA回蕗などの酵素活性の変動を追って，筋の
トレーニングへの適芯過程を解析している。 
6) Exercise and Environment 
「高地運動時のエネルギー代謝J I高地における呼吸J Iランニング持の風の抵
抗と功力」
編者ちによれば，運動選手，コーチ，医師らが競技場と実験室とのギャップを埋
めるべく爵いた集ま Fの成果が本書であるという。本書の科学的に高度なレベル
と取ヲ上げた課題の広範さとが，この本を単なる運動医学の専門書に終らせず，生
イ巳学，生理学の読物としても冨自く，また鑑値あるものとしている。()l[本 進)
〔千葉震学， 58，318，1982J 
